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道徳教育地域支援委託事業実施報告書（令和３年度） 

１ 学校の概要 

(1) 学校名  善通寺市立西中学校 

(2) 所在地  香川県善通寺市文京町四丁目1番1号 

(3) 学年別児童生徒数及び学級数、教員数  （令和3年4月1日現在） 

第1学年 第2学年 第3学年 特別支援学級 児童生徒数計 教員 

3学級 

95名 

3学級 

93名 

3学級 

79名 

3学級 

11名 
278名 27名 

２ 研究主題等 

(1) 研究主題  

互いに支え合い 高め合い、生き方についての考えを深める特別の教科 道徳をめざして 

～道徳的価値を深める「考え、議論する」授業や振り返りを通して～ 

(2) 研究主題設定の理由 

本校では、学校教育目標「互いに支え合い 高め合いながら 課題の解決に努める生徒の育成」の下、日々

の学校生活や学校行事で得られる協働感及び達成感が生徒の成長につながると共通理解し、互いを認め合う

仲間づくりに取り組んでいる。平成３０年度、令和元年度に本事業の研指定を受け、その後も継続して道徳

教育の推進を行ってきた結果、令和２年度の県学習状況調査における生徒質問紙調査の社会性・道徳性に関

わる質問項目では、肯定的な回答がおおむね県平均を超えた。しかし、将来の夢や自己肯定感に関する項目

では肯定的な回答は県平均を下回る結果となった。 

そこで、校内指導体制の見直しによる、授業及び教育活動全体を通じた道徳教育の更なる推進により、

多様な体験を積み重ね、道徳的価値を基に自己を見つめ、互いの考えを交流し合うことにより、人としての

生き方について、多面的・多角的に考えさせる指導方法を模索し、本校の教育目標を実現したい。 

(3) 研究内容及び方法 

① 道徳教育の充実を促す指導体制 

  ア ３プロジェクト（教材・連携・環境）及び学年チーフによる指導体制の充実（チームで取り組む姿勢） 

  イ 教科を横断する全体計画、年間計画、別葉の作成 

  ウ 道徳教育に関する校内研修の実施（授業力向上） 

② 道徳的価値について多面的・多角的に考えさせる授業づくり【教材プロジェクト】 

  ア 教材への自我関与の意識を高める問題解決的な道徳学習 

（道徳的価値の理解を深めるための指導方法の改善） 

  イ 中心発問の改善（時間・対象・条件・本質軸を変えた発問と問い返し） 

  ウ 振り返りの充実（内省的思考へと導く視点の改善） 

③ 家庭・地域との連携・協力【連携プロジェクト】 

  ア 道徳通信の発行（家庭や地域への情報発信：月1回程度） 

  イ 地域とつながる道徳（校内外ボランティアの実施） 

④ 学校内における道徳に関する支持的風土づくり【環境プロジェクト】 

  ア 朝道徳や授業風景の記録及び共有環境の整備 

  イ 道徳的価値を深める掲示の作成 
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３ 研究実践 

① 道徳教育の充実を促す指導体制 

  ア ３プロジェクト（教材・連携・環境）及び学年チーフによる指導体制の充実（チームで取り組む姿勢） 

   研究を推進する上で、校内体制は非常に重要である。

  校長の教育方針の下、道徳教育推進教師を中心に、全

  教師がチームとして取り組める体制づくりこそ、すべ

  ての出発点である。そこで、本校では、全教師が、３

  つのプロジェクトに所属し、研究・実践を進め、さら

  に深化させたいと考えた。 

   １つ目は、「考え議論する」授業づくり、ローテー

  ション道徳、評価に関することなどを担当する「教材

  プロジェクト」である。 

２つ目は、道徳通信の発行や地域ボランティアの中

  核となる役割を果たす「連携プロジェクト」。今年度は新型コロナウイルスの影響を受け実施に至っていな

  いが、例年は、地域の人材を生かした道徳として、ゲストティーチャーを招いた全校道徳も行っている。 

３つ目は、朝の時間を使った朝道徳の運営や、生徒の心に訴える掲示などを担当する「環境プロジェクト」

である。それぞれのプロジェクトが、「授業改善・評価の工夫」や「地域連携」、「環境整備による心の醸

成」という役割を担う。そして、それぞれが相互に関わり合って、本校の道徳教育の目標達成に向けて取り

組む。各学年団の教師が、それぞれのプロジェクトに分担して所属することで、学年を超えて連携を深め、

円滑な運営ができると考えた。 

 

イ 教科を横断する全体計画、年間計画、別葉の作成 

 

 

学校の教育活動全体を通して道徳教育の目標を達成するためには、校長の方針の下、道徳教育推進教師を中

心に、全教師が協力して道徳教育を展開していくことが大切である。道徳教育全体計画は、学校における道徳

教育の基本的な方針を総合的に示したものであり、道徳の授業等を充実させ、円滑な教育活動の実践のために

全教師への周知が必要である。また、学校・地域の特色や実情を考慮して別葉を作成することで、道徳科の授

業と各教科や特別活動等との関わりを具現化し、全体計画を具体的な指導に活かすことができる。 

【全体計画】年度初めに全教師が共有。学年毎の指導計画も作成 【別葉】東京書籍の別葉作成ツールを使用して作成 
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  ウ 道徳教育に関する校内研修の実施（授業力向上） 

今年度は、全教師の道徳教育に対する意識を高めるために

  様々な取組を実践した。 

研究授業に向けての授業づくりにおいては、担任やプロジ

ェクトに属している教師以外も参加して指導案検討会を行っ

た。本校では平成３０年度から学年の全教師によるローテー

ション道徳を行っている。ローテーションに沿って担当にな

った教師が道徳の指導案を作成し、各クラスを回りながらそ

の指導案の授業を行う、ローテーション道徳の方法を取って

きた。メリットとして、教師は十分な授業準備ができること、

同一教材での授業の積み重ねにより教材研究が深まること、

生徒は様々な教師の授業を受けることができる、ということ

があげられる。 

教材研究は授業を支える大きな要素であるが、指導案検討会やローテーション道徳を行うことで、担任や

授業担当者に限らず全教師が教材研究を進めることができた。研究授業の後には、香川大学 清水顕人准教

授、県教育委員会義務教育課 深澤裕幾主任指導主事にご指導をいただき、学習活動や中心発問の在り方に

ついて研修を重ねた。 

また、指導案検討会や授業への参観を計画・実施することで、多くの教師が多面的に生徒を評価したり、

T2的な役割で授業に入ることで、じっくりと生徒の見取りができたりするなど、評価の面でもメリットがあ

ったと考える。 

その他、研究大会の研修内容の周知はもちろん、朝道徳の資料作成のローテーション化などにより、全教

師で道徳教育に関して様々なアンテナを張り、考え、アイデアを出し合う体制ができてきたと考える。 

 

② 道徳的価値について多面的・多角的に考えさせる授業づくり【教材プロジェクト】 

  ア 教材への自我関与の意識を高める問題解決的な道徳学習 

（道徳的価値の理解を深めるための指導方法の改善） 

   道徳の授業実践において、教材から得られる道徳的価値の理解に終始するだけではない、質的な変換を図

るためには、生徒自身の「登場人物への自我関与」が重要である。「自我関与」とは資料の登場人物の心情

の読み取りを重視するのではなく、自分自身を投影させて考えることである。他人事ではなく、自分事とし

て捉えさせるために、「あなたならどうするか？」という発問の構造となるように心掛けている。 

 

   実践 1年 教材名「風を感じて－村上清加のチャレンジ」 A 希望と勇気、克己と強い意志 

   本教材は、突然の事故で右脚を失い、悩みや苦しみを感じながらも、弱気

な面を前向きな強い気持ちで抑えながら、努力を重ね続けパラリンピック選

手を目指した村上清加さんの半生を紹介する内容である。 

   中心発問は、「あなたなら同じようにチャレンジできる？」とした。 

授業者による1回目の授業を参観したあと、学年団やプロジェクトの枠を越

えた教師が集まり、中心発問や学習活動の流れなどの視点で指導案検討会を

行った。その中で、課題として「中心発問が生徒にとって分かりづらい。」ということがあげら

れた。これは、村上さんと同じ障害を持つ立場で考えるのか、それとも生徒自身が今困難に感じ
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ることに対して考えるのかというのかが曖昧だという点と、村上さんが経験した困難の、どの部分までのチ

ャレンジを考えるのかがわかりにくいという点での２つのわかりにくさがあった。 

この課題に対し改善案として、中心発問を示したあと、村上さんが負ってきた困難をスケールに表し、自

分ならどこまで頑張ることができるかを考えさせるというものと、スケールに表す活動のあとに、村上さん

が困難を乗り越えられたのはなぜか、自分が困難にぶつかったと

きにどう乗り越えていくかを考える時間を取るというものが採用

された。 

この改善案によって変更したワークシートが右のものである。

村上さんが、足を失い、アスリートになるまでを数直線に表して

いる。 

実際の授業では、個人で考えたあと、黒板に示されたワークシ

  ートと同じ形の数直線に名前磁石を貼る活動を設けた。自分の意

  見と違う意見を持つ級友がいることが目で見て分かり、班での意見交流への良

  い刺激になっていた。その活動のあと、中心発問の２段階目として、村上さん

  が困難を乗り越え「風を感じた」とき、何を考えていたのか考えた。１段階目

  の活動で、村上さんの抱えた困難について自分事として考えることができてい

  たので、達成感の大きさや努力すれば報われることがある素晴らしさをより真

  実みをもって考えることができていた。 

 生徒が教材の登場人物に自我関与し、自分事として中心発問について考えるためには、中心発問の内容を

吟味することはもちろん、どのような手立てを講じ、どのような学習活動の順番で考えさせればよいかを一

つ一つ重視して考えることが必要である。 

 

  イ 中心発問の改善（時間・対象・条件・本質軸を変えた発問と問い返し） 

   考え、議論する道徳の授業実践のためには、「互いに聴き合い、自他の考えをつなげる」、「自己内対話

し、自分の意見を確実に持つ」といった視点での中心発問の吟味が必要である。 

考え、議論する道徳とは、単に活発な議論を目的とするのではなく、自己の内面的成長を図る内容になっ

ているかが重要であると考えた。以下に、時間・対象・条件・本質軸を変えた発問を行った実践と、問い返

しに重きをおいた実践について紹介する。 

 

実践A １年 教材名「銀色のシャープペンシル」D－(22)よりよく生きる喜び 

拾ったシャープペンシルを黙って自分のものにしてしまった「ぼく」は、理科の時間に、友人にシャープ

ペンシルを盗ったことを疑われた際、「自分で買った」と嘘をつき、見つからないうちに持ち主のロッカー

に返した。その日の夜、心にもやもやしたものを抱えながら「ちゃんと返したんだから文句はないだろう」

とふてくされていたところに、シャープペンシルの持ち主であった友達から電話が来て、「疑ってごめん」

と謝られてしまう。その結果、「ぼく」は自分の過ちを責める気持ちと、言わなければばれない、友人との

関係を壊したくないという「心の弱さ」の間で葛藤するという内容である。中学生の時期に経験する「心の

弱さ」を扱った不変的な教材である。 

 この授業での中心発問は、授業を重ねるごとに右のように変化して

いった。中心発問①では、何を「ぼく」が理解したかという資料の本

質軸を問う発問である。卓也が電話で謝罪したあと、「ぼく」の心に
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どのような変化が表れたかを自分事として考えさせるねらいがあったが、「自分が悪いことをしているので

謝らなければならなかったから」という道徳的価値に生徒の思考が固定されやすく、考え、議論する幅が狭

いと感じた。 

中心発問②は、「ぼく」の立場を自分事として考えるため、謝るタイミング（時間軸）を変えて問う発問

である。シャープペンシルの持ち主であった友達に本当のことを話すタイミングが何度かあった。自分が「ぼ

く」ならどの場面で本当のことを告げるか。またその理由が何か考えることで、正直に

伝える時に何が妨げになり、何が背中を押すのか考えるねらいがあった。しかし、授業

を実践した学級の生徒の実態を考え、早期に謝ることが大切だという意見が大多数を占

める予想が立てられた。早期に謝罪することは確かに望ましいが、実際にできるかどう

かは分からない。より現実的に、謝らなければならないが、なかなか謝れない自分の弱

さに気付けるようにしたいという課題が発見された。 

最終的な中心発問は③の内容になった。謝るタイミングがいつかという発問よりも、

一層自我関与の要素を強めるために、実験の場面に焦点化し、その場面で本当に謝れる

かを考えさせた。自分事として本当に謝れるか（人間の弱さ＝本質軸）を考えることに

加えて、人前でも勇気を出して正義を通そうとする姿勢が大切であると考えさせたいと

いうねらいがある。 

実際に中心発問③で行った授業の生徒の振り返りを紹介する。 

 

 

 

 

この教材のように、友人とのトラブルを扱った内容のものは、生徒の生活体験が表れやすく、活発な議論

ができることが期待される。一方で、決まりきった価値観による考えや「そうすべき」という概念に縛られ

た考えが多くなることも考えられる。いかに生徒の本音を引き出し、「正しさ」を理解させるだけでなく、

人間誰しもが持つ「弱さ」やそれを克服することの大切さを考えさせるかが授業における重要なポイントで

ある。 

 

実践B ２年 教材名「宝塚方面行き－西宮北口駅」C-(10)遵法精神、公徳心 

掃除当番をしている友人のために、混雑した電車の座席をカバンで取っていたミサ。周囲の状況からは不

適切な行動を取るミサとその友人に厳しい態度で叱責するおじいさん。ミサとおじいさんのやりとりを通し

て公共の場での適切な言動を支える心の在り方とは何かを考える教材である。 

中心発問は、「マナーはなぜ守るのか」である。この発問に対して生徒

は、「公共の場所で迷惑をかけてはいけないから」という道徳的価値がす

ぐに考えられる。しかし、カバンを座席に置いて席取りをしてしまったミ

サと、混雑している電車内で怒鳴ったおじいさんのそれぞれの立場に添っ

た問い返しを行うことで、生徒を揺さぶり、ミサの行動を多面的・多角的

に捉えさせた。 

 

 

 

・ 自分では謝れると思っていても、弱い自分が心の中にいると知った。 

・ 悪いことをしてしまっても許してもらえるか不安で謝れないこともある。そんな弱い部分は誰にでもあるが、勇気を出して

乗り越えることが大切だし、そんな人になりたい。 

● ミサ達が下車したことは悪かったか。（対象軸）● おじいさんの指摘にそのまま黙っていたらダメか。（条件軸） 

● 「場所取りはしてはいけない」は決まり事なのか。（破れば何か罰則があるのか）（本質軸） 

● 罰則もないマナーなら別に守らなくてもいいのでは？（条件軸） 
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「マナーは守らなければいけない」という個人の考えを明確にした上で、全体活動やグループ活動を活発

化させながら、対象軸や条件軸を変えた発問で個人の考えを揺さぶった。分かりきった道徳的価値観を道徳

的実践力につなげるためにさらに深く理解させることができたと感じる。 

 また、振り返りを行う際には、１年次の教材「本が泣いています」で学習した「公共」＝「社会全体（そ

の場に所属するみんな）が関わること」という意味を確かめた。学んだことを確かめ、学年のつながりを

意識し、生徒の思考や学習内容が進化していることを実感させる工夫も行った。 

 

ウ 振り返りの充実（内省的思考へと導く視点の改善） 

   道徳が教科化となり、評価を記述で行うにあたって、授業で使用し

たワークシートにある生徒自身の「振り返り」を参考にしている。生

徒が、その授業で何を理解したかを自分の言葉で書くことで、「いろ

いろな立場から考えようとする姿」や「自分自身との関わりの中で考

えようとする姿」などを見いだして評価することに繋がっている。今

年度は、生徒理解や学習指導要領の趣旨理解を深めることはもちろん、

継続的に生徒のよさや成長の様子を適切に見取っていくことをねらい

として、振り返りに３つの視点を設けた。「わかる」・「つなぐ」・

「生かす」の３観点である。 

   まず、道徳科における「わかる」とは、私たち人間が、道徳的行動

を行う際の根拠となる、道徳的諸価値についての理解のことである。

例えば、学校のトイレのスリッパをそろえるという行動ができたとき、

その行動の根底には、「公共の場所にあるものは使う人みんなが大事

にするべきだ」という認識がある。この認識があるからこそ、道徳的

行動が実践できる。『なぜ○○することが大切なのか』の『なぜ』の

部分への理解が「わかる」である。 

次に、道徳科における「つなぐ」とは、本時の学びを通して、自己をどのように見つめるかということで

ある。道徳科の学びは、学習指導要領における指導事項にある、A「自分自身」、B「人(他者)」、C「集団

や社会」、D「生命や自然、崇高なもの」との関わりからなっている。つまり、道徳科におけるよりよく生

きるとは、それらの対象と自分の関係をどう作っていくかということである。授業の中で「わかった」＝「理

解したこと」が今の自分にどう関係しているか、今までの自分はどうだったのかとつなげて考えるのが「つ

なぐ」である。 

そして、道徳科における「生かす」とは、「わかる」、「つなぐ」をふまえて、自分はこれからどう行動

（発言）していきたいかということである。ここでは、「わかる」、「つなぐ」をふまえて、自分自身の生

き方をよりよいものにしようと努力したり、工夫したりする生徒の姿が見えてくる。 

これらは、石丸憲一 著 『ルーブリック評価を取り入れた道徳科授業のアクティブラーニング』を参考

にまとめている。 

 

実践 ２年 教材名「注文をまちがえる料理店」B－(9) 相互理解、寛容 

認知症を抱えた方達が働く、「間違いを受け入れ、一緒に楽しむ」をコン

セプトにしたお店の活動を知り、認知症への理解を深めるだけでなくの個性

や立場を尊重する寛容の精神を育むきっかけとなる教材である。 
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教材を読んだり、動画を視聴したりしながら、料理店の発案者の考え方やものの見方に触れ、個性や立場

を尊重し広い心を持つということはどういうことかについて考えた。 

この授業での生徒の振り返りが下の通りである。 

   「わかる」において、病気や障害の有無に関わらず誰もが生き生きと輝ける場所があることを理解した様

子がうかがえる。「つなぐ」においては、今までの自らの認知症という症状への理解と、学んだことからの

変化が表れている。「生かす」において、これからどのような考え方をしていきたいかをまとめている。 

この３観点の振り返りを実践するまでは、授業の終わりに振り返りを書かせても、書くことが苦手な生徒

は、自分の思いや考えを言葉にして書けない場面が多く見受けられた。また、書けていても、感想に終始し

ており、自己を見つめる、他者の良さを認めるような内容が乏しく、生徒が何を学び、どのように意見が変

容したのか見取りにくかったという実態があった。 

しかし、この３観点の振り返りの実践を行ってからは、書くことが苦手な生徒も「わかる」の部分や「つ

なぐ」の部分なら書くことができたり、書く内容も同じことの繰り返しに終始したりせず、観点毎に内容が

整理され、より生徒の考えの変容や学びのあとがわかりやすくなったと感じる。この３観点による振り返り

の実践は続けていきたい。 

 

③ 家庭・地域との連携・協力【連携プロジェクト】 

  ア 道徳通信の発行（家庭や地域への情報発信） 

   本校では、平成３０年度より道徳通信「くすのき」を発行している。タイトルの「くすのき」は、中庭か

ら全クラスを見渡す本校のシンボルである。地面に力強く根を張り、どっしりとした幹でそびえ立つ楠の木

のように、様々な経験を自分が成長する機会と捉え、栄養分をしっかりと吸い上げ、豊かな心を育ててほし

いと願い、このタイトルをつけた。 

通信は、保護者や学校評議員はもちろん、校区内の公

民館にも配布しており、そこからさらに地域の方々に配

布していただくようにしている。 
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通信では、おもて面に道徳科に関する基本的な情報を掲載している。たとえば、道徳の評価の方法や、学

期末に行う振り返りの取組など、保護者の方にもわかりやいよう工夫して知らせている。 

 

道徳通信の作成は、主に道徳主任が行ってい

るが、担当学年以外の授業の内容や、生徒の様

子や振り返りを把握することは難しく、改善が

必要であった。 

今年度は、授業の内容に関する部分を各学年

の連携プロジェクトの教師で作成することで、

無理なく通信が発行できるように工夫している。 

 

   

 

 

イ 地域とつながる道徳（校内外ボランティアへの参加） 

   例年、毎年本校では、各界で活躍している方々を招き、講演を聴く機会を設けている。様々な分野の方々

から話を聴くことを通して、物事を広い視野から多面的・多角的に考えたり、人としての生き方を考えたり、

道徳的な判断力、心情、実践意欲と態度を育てたりすることをねらいとしている。また、それぞれの講演は、

保護者や地域の方々にも案内をし、参加していただくことで家庭の中での道徳に関する共通の話題を提供し

ていた。しかし、新型コロナウイルス感染拡大の影響を受け、今年度は全校を対象にした講演の機会を設け

ることができていない。 

生徒が様々な人の生き方に触れ、自分を見つめる機会が減ったことは残念であるが、２年生では本校 OB

航空自衛隊隊員の方を招聘し、話を聴くことができた。今後も進路学習や職業調べなど他の学習と連携する

など教科横断的な視点から、自分の将来や「よりより生き方」について考えられるような取組を行いたい。 

また、地域とつながるために、地域を大切に思う心を育てる様々なボランティア活動を行っている。 

総本山善通寺の境内で、お遍路さんや観光客の方にお茶などをふるま

  う「お接待ボランティア」をはじめとし、市内の施設や団体と協力し、

  多くの校外でのボランティア活動を行っている。しかし、こちらも新型

  コロナウイルス感染拡大の影響を受け、今年度現在までで実施できてい

  るのは、校内のボランティアだけである。 

今年度は学校の前にある公道の溝清掃と、校内の普段清掃しない場所

  の清掃ボランティアを、香川県の方言を使い「いでざらいボランティア」

  と名付けて実施した。校内のボランティア活動を通じて、人と協力する
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  ことや他者との関わりを大切にする心や、自分たちの学校や活動への誇り、郷土を大切に思ったり知ろうと

  したりする心など、たくさんの心の成長に繋がっている。 

 

④ 学校内における道徳に関する支持的風土づくり【環境プロジェクト】 

  ア 朝道徳や授業風景の記録及び共有環境の整備 

   学校における道徳教育は、道徳の時間を要として、学校生活全体に

おいて行われるものとされている。本校では、日常生活の中で生徒の

心を育むために、毎週月曜日の朝学活の時間を朝道徳「こころ」の時

間として、様々な資料を紹介し、感想を書いてもらうという取組を行

っている。この活動も平成３０年度より継続して行っているが、今年度はICT機器も積極的に活用し、映像

や音源なども使って資料内容の充実を図った。 

朝道徳の時間に生徒に資料を読み聞かせたり、提示したりするのは担任もしくは副担任である。資料の作

成において、昨年度までは、道徳プロジェクトに所属する教師だけで資料を用意しており、個人の負担が大

きかった。今年度は、各教師が個性や持ち味を発揮したり、資料で扱う内容項目の偏りを防いだりすること

もねらいとして、資料の作成は管理職も含めた校長及び全教師でローテーションを組んで行った。 

具体的には、その週の資料担当教師が、前週の金曜日までに全教師に資料を配付・準備している。資料担

当教師が指導のポイントや強調してほしい内容をまとめた朱書きを添えることで、どの教師が指導しても共

通の認識が得られるよう工夫している。道徳の教科化により、授業は教科書を使って行うが、過去の道徳資

料や本、ニュース、インターネット記事などには、生徒に知って欲しい、考えて欲しいと思う題材が多くあ

る。今後もそういった資料を定期的に紹介し、生徒の心の成長に繋げたいと考える。 

 

左の「夢のかたち」という資料は、

まだ将来の夢や目標がはっきりと

定まらない生徒に、希望ややりたい

ことを見つけるための考え方の方

針を示す、分かりやすい内容となっ

ている。資料に、各担任の体験談や

思いを加えて語ることで、生徒の心

を刺激し、将来の自分について考え

                    るきっかけとなる。 

いでざらいボランティアに参加した生徒の感想 

・ 初めてボランティア活動に取り組みました。最初は楽しくないと思っていたけれど、たくさん汚れを落とすことができて

楽しくなりました。学校を使う人みんなに、いい気分で使えるようになってほしいという気持ちを込めて取り組みました。 

・ 少しの時間でもみんなで協力して、１つの作業に集中すればたくさんのゴミが集まって気持ちがよかったです。また、達

成感がありました。学校のために、みんなのために活動できて本当にやってよかったなと思いました。 

・ ボランティアをして、普段この場所を掃除してくれている人の大変さが分かりました。また、人の役に立つことをすると

いうのは、こんなに気持ちいいことなんだなと改めて思いました。これからは教室で見つけたゴミを捨てたり、困っている

人に声をかけたり、自分にできるボランティアを頑張りたいです。 

・ 3年生しか使わない場所も 1・2年生が一生懸命一緒に掃除してくれて嬉しかった。コロナ禍だけど、3学年みんなで協力

できることもあるんだと分かりました。 
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   また、資料について、昨年度までは学年毎に使用する資料が違うこともあった。しかし、今年度は自分と

違う立場の人の意見（異学年の生徒）の意見に触れる機会の充実が図られるよう、全学年が毎週月曜日に同

じ資料を読み、校内の廊下に朝道徳コーナーを作って掲示するようにした。 

   上記の資料「夢のかたち」への感想も、学年毎の個性や、生徒それぞれの思いがよく表れている。 

    

右が今年度これまでに行ってきた朝道徳のタイトルの一覧であ    

る。毎回担当する教師や資料の内容が違うので、生徒は新鮮味を   

感じ、興味を持って資料を読んでいる。 

前述の通り、読み物資料だけではなく、ICT機器を活用して動画 

資料や音楽資料を準備することで、各教科担当教教師の専門性や持  

ち味が表れた資料が、全教師の財産としても蓄積されている。 

 

イ 道徳的価値を深める掲示の作成 

  ① 朝道徳の掲示 

   毎週月曜日の朝の時間に全校で取り組んでいる朝道徳「こころ」の感想は、

同学年の生徒の意見だけでなく、異学年の生徒も含めた多くの意見に触れて

ほしいと考え、全校生が通る校内の廊下に朝道徳コーナーを作って掲示して

いる。生徒が自らの在り方や生き方を他者の考えと比較しながら、見つめ直

すことができるような環境づくりになっている。 

 

② 生徒を励まし、心を温かくする掲示の工夫 

本校では、校内の至るところに、元気になったり、優し  

い気持ちになれたりするような言葉やイラストを掲示して  

いる。悩んだり、立ち止まったりしたときに、そっと背中 

を押してくれるような言葉を並べた「心のアンテナコーナー」   

である。 

玄関付近の廊下には、仲間と協力したり、絆を深めたりし   

た行事や生活、学びを振り返る場として、多くの写真 

を掲示している。また、新年に向けての抱負や、なり   

たい自分の姿をクリスマスツリーの形で掲示したものは生徒会役員と連携して制作した。自分や友達が作っ

た掲示物は、より温かみや安心感を与えるものとなっているようだ。 

生徒が自らの在り方や生き方を見つめ直すことができるような、特に「いのち」や「人権」に関する内容、

心が落ち込んでいる生徒を励ます内容など、掲示が生徒に与える心に沁みる価値は大きなものがある。 

1年生 

・ 私はパンが好きで、おばあちゃんがパンの工場で働いているから、パン屋さんになりたいです。 

・ いつも明るく笑顔いっぱいな大人になりたい。笑顔がないと楽しくないから。 

2年生 

・ 僕は料理人になりたいという夢があります。その夢は、ご飯が食べられない人にも食べさせてあげたいという強い思いと共にあり

ます。将来は自分のことだけでなく、他の人を気遣ったり、みんなを笑顔にできるそんな大人になりたいです。 

3年生 

・ 私は「社会の大きなネジに加われる」大人になりたいです。特に、これという仕事に就きたいということはなくて、何か、働きた

い、自分のやれることをやりたいという感じです。社会には、誰かがやらなければいけない仕事であふれていて、その大きなネジの

中に入れたらいいと思っています。 

 

【朝道徳「こころ」の掲示】 

【 校内掲示「心のアンテナコーナー」 】 
【生徒会が作成した大パネル掲示等】 
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４ 研究の成果と課題 

(１) 成果 

継続して研究を推進してきたことで、次の２点が成果として上げられる。 

１点目は教師の道徳教育に対する意識の高まりである。プロジェクト会や指導案検討会、研究大会の研

修内容の周知、研究授業、朝道徳などにより、担任はもちろん、担任以外の教師も、道徳教育に関して様々

なアンテナを張り、考え、アイデアを出し合う体制ができてきたと考える。全教師で、教育活動、教育環

境のあらゆる面で道徳教育を推進していこうという意識ができたことは大きな成果である。 

２点目は、生徒の変容である。「研究主題設定の理由」であげた、生徒の自己肯定感の低さに改善が見

られたことである。右のグラフは、現３

年生の１年次及び２年次の県学習状況

調査、今年度の全国学力調査の生徒質問

紙調査の結果からみた経年比較である。 

生徒の実態で課題としてあった、自己

  肯定感に関わる質問項目「自分にはよい

  ところがあると思いますか」という項目で、肯定的意見を持つ生徒の割合が大幅に増加している。昨年度

  より、道徳の時間を通じて、自他の個性を見つめて、よさを認める指導や、いろいろな立場になって、そ

  のとき自分ならどうするか、自分に何ができるかについて考えさせる指導を繰り返してきた結果と考える。 

 

(２) 課題 

課題としては、次の３点があげられる。１点目は、新型コロナウイルスの感染拡大の影響もあり、家庭

や地域とつながる機会が減少したことである。講演会や授業参観の減少により、開かれた学校、地域と協

力して取り組むという側面が薄くなったと感じる。道徳通信の発行頻度を高めたり、外部へ発信する機会

を模索したりし、保護者や地域の方とともに道徳について考える時間を確保したい。 

２点目は、今年度大きく改革した朝道徳の資料作成についてである。全教師でローテーションを組んで

資料作成を行うことには、資料で扱う内容項目が偏らないようにというねらいがあったが、実際には各教

師の良さが光った資料も多くあった一方、自分自身に関することを扱った内容に偏っていた。来年度は、

内容項目ごとに教師のローテーションを組むなど、さらに工夫をして朝道徳を継続させていく。 

３点目は、道徳的実践意欲や態度の育成の不十分さである。 

右の２つのグラフは、現３年生の１年次及び

  ２年次の県学習状況調査、今年度の全国学力・

  学習状況調査の生徒質問紙調査の結果からみた

  経年比較である。「人が困っているときは進ん

  で助けていますか」という実践的態度に関する

  項目については、昨年度より消極的な回答が見ら

  れた。また、「将来の夢や目標をもっていますか」

  という項目では、肯定的な意見を持つ生徒の割合

  が大幅に下落した。道徳の授業改善や朝道徳の活

  性化により、道徳的判断力や自己の良さに気付く

  心の醸成は成果がみられるが、道徳的行動を実践できるまでの自信は育っていないと考えられる。研究を

  更に深め、自分の意見に自信を持たせることを通して、道徳的行動の実践につなげたい。 


